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　インターネットに接続されたさまざ

まなサーバーに蓄積されるビッグデー

タを解析し、企業のマーケティング活

動などを支援するDMP（データ・マネ

ジメント・プラットフォーム）。例え

ばウェブページの閲覧履歴から、個人

の趣味や嗜好、購買傾向などを解析し、

企業はその人に最適な商品のバナー広

告などを配信できる。

　株 式 会 社 イ ン テ ィ メ ー ト・ マ ー

ジャーは、約4.7億件のオーディエン

ス（ネット視聴者）データを分析して

　複数のデータプロバイダーから得た

データをもとに、インターネット人口

の約9割をカバーするインターネット

上の行動データを保有しており、独自

の分析・加工技術で、性別や年齢、年収、

職業などの属性データ、興味・関心

キーワードなどを提供している。今後

はインターネット接続しているテレビ

の視聴履歴データをDMPに加えるな

ど、IoTデバイスとの連携も検討する

という。

データでスクリーニングして 
営業効率を向上させる

　簗島社長は「学生の頃からデータを

もとに意志決定することに興味があっ

た」と言う。学生時代に販売会社でイ

ンターンをしていたときには、営業

トークのデータを蓄積し、どういう

トークをしたら成約率が上がるかを集

計して分析。その結果を利用すると販

売成果が大幅に上がった。「データを

もとに意志決定すると、ストレスを感

じず心地良い。このやり方を突き詰め

たいと思った」（簗島社長）。

　DMPが現在、主に活用されている

ネット広告領域での市場規模は70億

〜80億円で、今後さらに拡大してい

くと思われる。一方で同社は設立当初

から広告領域以外のビジネスも視野に

提供するDMP業界最大手だ。2013年

設立の若い会社ながら、グーグル、電

通、ヤフーなどの大手企業が次々と同

社を提携先として選び、パブリック

DMP＊1市場で2014年から4年連続で

シェア1位を獲得。2017年のシェア

は2位を大きく引き離して約40％に達

した。

　同社の強みを代表取締役社長の簗島

亮次氏は、「クライアントからは、『デー

タを使って何をするかまでのイメージ

を具体的に提案してくれるところが他

入れていたという。「現在、力を入れ

ているのはフィンテック領域。例えば、

カードローンの審査など与信業務で活

用することができる」（簗島社長）。

　ウェブ上でカードローンを申し込む

際は、年収、氏名、過去の与信情報な

どを入力し、運転免許証などのコピー

を添付し審査に進むケースが多い。し

かし、ローン申込者が、自己破産の仕

方などを解説するウェブに立ち寄った

ことがDMPから分かれば、近い将来

自己破産する可能性が高いと類推する

ことができる。その場合、金融機関は

貸付上限金額を低めに設定し、焦げ付

きリスクを小さくできる。

　営業支援領域へも積極的に進出する。

例えば、特定企業の複数のPCが、労

務問題関連サイトに頻繁にアクセスし

ていることが分かれば、その企業が労

務問題に関心があり、関連サービスを

導入する可能性が高いことが分かる。

ソフトウエア開発企業や労務コンサル

タント会社などは、そういう企業だけ

に絞って営業をかけることができる。

「企業がDMPを活用して、ニーズのな

いところに営業をかける無駄を省けば、

それだけで営業効率を上げることがで

きる」。簗島社長はDMPのさまざまな

ビジネスシーンでの活用に期待をふく

らませている。

社とは違う』という評価をいただいて

いる。当社はデータを使って物事を効

率的に進め、課題解決してもらうこと

が事業目的。そのための提案を積極的

に行っている」と語る。強みのベース

となっているのが、同社が自社開発し

たシステムそのものだ。クライアント

が従来から使っている分析ツールなど

と接続するための、連携ツールを豊富

に用意しており、機能追加も容易にで

きる。その結果、データを提供、連携

する企業が急増した。

「金融や営業支援など、様 な々業
界にデータの活用を広げていき
たい」と話す久田康平取締役

「不要なものを除外し、必要な
ものだけを見ることができる。
データを活用することでそんな
社会を実現したい」と語る簗
島亮次代表取締役社長
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ネット人口9割のデータを分析
広告や営業支援に活用
インターネットの閲覧履歴から、属性や嗜好、購買動向を分析し
広告配信や営業支援、与信管理まであらゆる業界向けに提供。
顧客のシステムとの連携しやすさや、提案力の高さが強みだ。

顧客企業が導入しやすく
事業の多角展開が可能

キャピ タリスト の 眼

SMBCベンチャーキャピタル株式会社
投資営業第二部 次長

中村忠嗣

株式会社インティメート・マージャー次世代の
旗手たち

　株式会社インティメート・マー
ジャーの強みは、他社のシステム
とつなぐ連携ツールを、コツコツ
とつくり込んできたことです。顧
客からは自社のシステムと連携が
スムーズで導入しやすいと言われ、
それが業界最大手となった要因と
考えています。また同社はDMP
の活用を広告に限定していない
点が他社と異なり、事業の多角的
展開による将来性が大きいです。
　EUのGDPR（EU一般データ保護
規則）が、日本へも波及すると心
配する声もありますが、同社は規
制が強化されても乗り越えられる
技術力を持っているため、懸念は
少ないと考えます。

インティメート・マージャーが提供するDMPサービス「IM-DMP」の概念図
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特定のネットブラウザーやスマートフォンの閲覧履歴から、さまざまな属性・嗜好を分析できる

＊1パブリックDMP：企業などが自分たちだけで蓄積・保有しているデータをプライベートDMPと呼ぶのに対して、
第三者が提供する、自社以外のユーザーデータなどを蓄積したものをパブリックDMPと呼ぶ。パブリックDMPは
自社にない豊富な外部データを利用するため、新規顧客の開拓に向いている。

＊2アドフラウドデータ：広告費用に対する
成約件数や効果を不正に水増しする不正
な広告データのこと。

＊3ジオデータ：位置情報データのこと。
＊4UB：ユニークブラウザ（訪問者）。


